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glycogen synthase kinase (GSK)3βは発見当初の命名を
超えて、多種類の基質と反応し、さまざまな細胞生命現象
の調節や疾患の発症、病態に機能するセリン・スレオニン
リン酸化酵素です。私たちは大腸がんのWnt経路研究に端
を発して、がん生物学（悪性形質）における本酵素のこれ
までに知られていなかった多様な病理機能を、先駆的に見
いだしてきました。今回はその概略とがん治療へのアプ
ローチを紹介し、皆さまのご意見を伺いたく思います。
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